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遠隔臨場での
床掘検査実施
状況

平成30年に発生した台風21号は、京都市など各地の国有林で風倒木など大きな被害をもたらしました。地域毎の森
林再生のための計画を策定し、地域の安全・安心を確保しつつ、観光産業を軸とした地域振興に配慮した森林再生に
取り組んでいます。

治山事業による国土強靱化と森林整備事業

１ 公益重視の管理経営の推進等
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大規模台風被害地（貴船・鞍馬）の森林再生

優先度の高い地域から山腹工による斜面安定対策を進め、森
林再生に取り組んでいます。令和６年度は、観光施設の上部斜
面で山腹工を計画しています。

令和６年度予定箇所令和５年度実施箇所

叡山電鉄上部斜面
（貴船山国有林）

工事現場において、監督
職員と受注者がウェアラブ
ルカメラ等による映像と音
声の双方向通信を使用して
段階確認、材料検査、立会等を行うなど森林土木
工事におけるデジタル技術化を推進しています。

森林再生に向けた広葉樹の植付（京都市 貴船山国有林）

風倒木被害の状況 被害木整理後の状況

優先度の高い地域から被害木の伐採整理を行い、その跡地には、
林地保全と森林景観に配慮した広葉樹による森林再生に取り組ん
でいます。令和６年度も引き続き被害木整理跡地の植栽を予定し
ています。

治山事業（山腹工）森林整備事業（被害木整理・植栽）

現場

事務室

森林土木工事におけるデジタル技術化の推進
（京都市 安祥寺山国有林）

観光施設の上部斜面
（貴船山国有林）



木材の安定供給・利用 公益重視の管理経営の推進等

木材の安定供給の推進

事業での木材利用

高齢級人工林等の価値向上に向けた取組

京都大阪森林管理事務所

丸太残存型枠の設置
（安祥寺山国有林)

丸太柵工の設置
（大谷国有林）

治山及び林道事業において、木材利用工種を優先的に適
用することとし、合法性木材の利用促進を図ります。

公益重視の管理経営を推進
しつつ、地域における木材安
定供給体制の構築等を図るた
め、木材の持続的かつ計画的
な供給に努め、地域の林業・
木材産業の活性化に貢献でき
るよう取り組みます。
また、国有林材等の安定供

給システムによる販売（シス
テム販売）を展開し、間伐材
等国有林材のさらなる安定供
給に取り組みます。

醍醐山国有林（京都市、R5事業
地）から出材された丸太

面積(ha)

齢級

京都大阪森林管理事務所管内の齢級別人工林面積

※齢級：林齢を５年単位で区分したもの。林齢１～５年生は１齢級、
６～10年生は２齢級、65～70年生は14齢級に該当する。
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木材需要者のニーズを踏まえた採材の工夫により、原木
の価値の向上に取り組みます。また、高齢級人工林につい
て、特に太さや品質を活かし需要者から高い評価が得られ
るよう取り組みます。

採材の工夫・技術の向上を
目的とした勉強会

醍醐山国有林（京都市、
R5事業地）から出材され
た高齢級丸太(醍醐山国有林事業地）



2 「新しい林業」の実現に向けた取組の展開
森林・林業基本計画（R3.6.15閣議決定）で位置づけた、イノベーションで伐採から再造林、保育の収支をプラ
スへ転換させる「新しい林業」の実現に向け、生産性向上や低コスト再造林、効率的な鳥獣被害対策等に取り組
むこととしています。また、その成果は民有林へも普及を図ります。

下刈りの省力・削減の取組

造林の低コスト化・省力化に向けた取組

シカ防護対策

京都大阪森林管理事務所

下刈り省略の目安（判定基準）

再造林（植付）後は、低コスト化、省力化の観点から、下刈り回数の削
減（下刈り省略）等に取り組みます。
具体的には、植栽後約５年間という画一的な実施ではなく、植栽木と雑

草木の競合状態を見極めながら、下刈り回数の削減に取り組みます。
また、令和５年度事業に導入したコンテナ苗の大苗と普通苗の生長比較

調査を通じて、下刈り省略への効果等各種検証を行うこととしています。

造林木へのシカによる被害（食害）が想定され
る箇所には、防護柵等による被害対策を講じます。
特に、防護柵の設置にあたっては、支柱に現地

立木を活用することで資材コストの低減に取り組
みます。
また、積雪の有無等、現地の状況に応じて単木

防護を行うなど、効果的なシカ防護対策に取り組
みます。

防護柵支柱に現地立木を
活用

（綾部市 古屋国有林）

単木防護

（舞鶴市 大谷国有林）
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ヒノキ(大苗)

ヒノキ(普通)
スギ(大苗)

スギ(普通)

大苗と植付地（京都市 醍醐山国有林）



「新しい林業」の実現に向けた取組の展開素材生産の低コスト化・省力化に向けた取組

収穫調査の効率化・省力化
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生産性向上の取組

京都大阪森林管理事務所

製品生産事業等における収穫調査の効率化のため、職員の３次元地上レーザスキャナ（OWL）の操作技術の習熟を図り、収穫調査へ
の積極的な導入・活用に取り組みます。

OWLを活用した現地調査と3次元解析画像による伐採木の選定
（箕面市 箕面国有林）

請負事業体の木材（丸太）の生産作業システムを最適化し、生産性の向上とコスト縮減を支援するため、作業日報による工程管理を
実施し、ボトルネックとなる工程を明らかにして、より良い作業システムとなるよう請負事業体と連携した取組を展開します。

生産性向上に向けた請負事業者との
意見交換

（京都市 醍醐山国有林）

【3次元解析画像イメージ】

列状間伐、効果的な作業道作設 スイングヤーダ（集材） フォワーダ（運搬）



「新しい林業」の実現に向けた取組の展開鳥獣害対策の推進 / 技術開発の推進

6京都大阪森林管理事務所

地域との連携による捕獲の取組

効率的なシカ捕獲の取組

設置した「ほかパト」子機 捕獲したシカ

シカ捕獲委託事業において、くくり罠（20個）に通報装置
「ほかパト」（20子機）を設置し、シカ等が捕獲された際、
委託事業者（地元猟友会）に連絡が入ることで、常時、見回
りの必要がない効率的な捕獲を推進しています。

実施場所：本山寺山国有林及び楊梅山国有林全域（大阪府高槻市）

京都市では有害鳥獣捕獲の効率化を図るた
め、LPWA（低消費電力の長距離無線）を活
用し、市内全域をほぼカバーする通信網を整
備しています。しかし、捕獲現場では通報装
置の子機が不足していることから、京都大阪
森林管理事務所では、京都市との協定に基づ
き通報装置の子機の設置を進めたほか、親機
の追加設置により電波状況を改善するなど、
各支部猟友会の捕獲活動の効率化を支援して
います。
世界的な観光都市である京都の安全・安心

の確保にもつながるよう、引き続き、京都市
と連携して取り組みます。 子機の配置状況（京都市内全域） 親機の設置状況

生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）

治山対策等による森林の機能の維持・向上は、Eco-DRRの考
え方にも符合します。
安全で省力化が図られ、生態系に配慮した木材利用の促進に

つながる工法として、表層崩壊抑止効果を目的とした木製杭工
法を考案しました。試験施工地を設定し、本工法の施工効果等
について今後も検証していきます。

木杭打設の状況（京都市 安祥寺山国有林） 木製杭の仕様



3 民有林関係者等多様な主体への技術支援・普及
戦後植林された人工林が本格的な利用期を迎える中、これらの森林資源を循環利用し、林業の成長産業化と森林資源の適切な管理を両立

させることが重要です。これらを民有林と国有林が協力して実現させるべく、国有林のフィールドや技術を活用して民有林関係者等多様な
主体への支援に取り組みます。

多様な主体への技術支援
市町村支援に関する情報発信

市町村支援について取りまとめたパンフレット「市町村ニーズを
踏まえた国有林の支援について～国有林における市町村支援メ
ニュー」や国有林が取り組む技術開発の成果を民有林に普及するた
めに作成した「森林・林業技術視察プログラム」を各種会合等にお
いて紹介するなど、市町村支援に関する情報発信に努めます。

市町村支援メニュー

市町村支援メニューの例
○伐採と造林の一貫作業システムで実施
した森林整備地の見学

○３次元地上レーザスキャナの活用に
よる森林調査支援

○ドローンによる写真測量実技支援
〇林務担当職員の技術習得支援
〇シカ等の鳥獣害対策支援
〇国有林職員向け研修の受講

視察プログラムメニューの例
○コンテナ苗（一貫作業と下刈りの省力
化）
〇針広混交林化（天然性広葉樹の活用）
〇早生樹センダン
○列状間伐
〇スマート林業

森林・林業技術視察プログラム

勉強会等を通じた民有林支援

地方公共団体が抱える地域課題やニーズを踏まえ、府及び市町村
の林務担当職員を対象とした林業と国土保全を両立させる適地適業
に関する勉強会を予定しています。防災・減災に資する実務的な知
見の定着のため継続的に取り組んでいきます。

民国連携の推進
地域林政連絡会議等の各種会合を通じ、府・市町村と連絡調整を

図り、民国連携の推進に取り組みます。また、森林共同施業団地内
における国有林林道の活用や作業道の相互利用等により、民国連携
の強化を図ります。

地域林政連絡会議

湿潤指標及び作業道被災原因に係る現地見学（安祥寺山国有林）

森林共同施業団地現地打合せ
（三ツ口府有林）

７



民有林関係者等多様な主体への技術支援・普及

林業大学校等への支援

多様な主体への技術支援・普及

国民参加の森づくり
各大学（京都府立大学、京都大学、近畿大学）との協定に基づき

実習フィールドとして国有林を提供するほか、林業大学校等による
実習に対し講師として職員を派遣するなど、人材育成を支援します。
また、大学生が自ら企画・立案して行う森林体験学習において、

運営など後方支援による人材育成支援にも取り組んでいます。

京都府立林業大学校の現地実習
（嵐山国有林）

森林環境教育の推進

衣笠山国有林において、京都市立金閣小学校と遊々の森（きぬか
けの森）協定を締結しています。京都森林インストラクター会主催
の森林教室において、職員が説明役や運営補助を担うなど森林環境
教育の推進に寄与しています。

職員による国有林の説明 森林インストラクターによる説明

民間団体等と協定を締結し、国民参加による森づくりに取り組
んでいます。京都モデルフォレスト協会との社会貢献の森（ト
ラックの森）協定により、補植や徐伐等の森林作業体験や森の恵
みを用いた工作体験等の支援を行います。

補植作業体験（銀閣寺山国有林） 工作体験（銀閣寺山国有林）

嵐山国有林では、地元関係者等と連携した森林整備に取り組ん
でいます。京都大阪森林管理事務所が意見交換会を年２回開催し、
地元関係者及び専門家の参加を通じ幅広い視点から検討を行うと
ともに、その検討結果に基づき、地元関係者等とともに森づくり
を進めております。

嵐山国有林の取扱に関する意見交換会

近畿大学の現地実習
（箕面国有林）
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地元関係者及び専門家による現地調査



民有林関係者等多様な主体への技術支援・普及

レクリエーションの森における取組

多様な主体と連携した森づくり

東山風景林（日本美しの森 お薦め国有林）

高台寺山国有林では、京都伝統文化の森推進協議会とレクリ
エーションの森協定に基づくサポーター制度を活用し、古都京
都にふさわしい森づくりを目指し、同協議会による林相改善事
業に取り組んでいます。
また、協議会では除伐イベントによる森林整備活動のほか、

清掃活動や希少植物であるキクタニギクを復活させる活動等も
行っています。

協議会専門委員による
林相改善事業予定地の調査

キクタニギクの開花東山クリーン作戦
ボランティアによる清掃活動

「将軍塚の森づくり」イベント
寺関係者による徐伐作業

間伐体験

明治の森箕面自然休養林管理運営協議会 箕面の山大掃除大作戦
ボランティアによる清掃活動

大学生による高校生への出張講義

明治の森箕面自然休養林（日本美しの森 お薦め国有林）

箕面国有林は、国定公園にも指定されており、箕面市や大阪
府の行政機関や、NPO法人など多くの民間団体からなる明治の
森箕面自然休養林管理運営協議会とレクリエーションの森協定
を締結し、会員による森林整備など様々な活動に取り組んでい
ます。また、森林体験学習の場としてフィールドの提供も行っ
ています。
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主要事業量内訳

令和6年度主要事業量
（年度当初予定）

単位項目区分

10.1千㎥主伐
収穫

8.5千㎥間伐

10.1千㎥立木販売
販売

2.0千㎥製品販売

－ha地拵え

造林

3.0ha植付

5.6
ha下刈り

－haつる切・除伐

48.8
ha

保育間伐
（活用型・存置型）

－
ha

保育間伐
（本数調整伐）

６６０m林道新設
林道

２０５m改良

４３９百万円国有林直轄治山
治山事業

－百万円民有林直轄治山

①事業量（年度当初予定）には、前年度の繰越事業量を含みます。

②収穫量、立木販売量には、分収林の民収分の数量を含みます。

③林道には、林業専用道を含みます。

④治山事業費には、災害復旧事業費を含みます。

⑤単位未満の四捨五入により、計と内訳が一致しない場合があります。

【問い合わせ先】

京都大阪森林管理事務所

京都府京都市上京区西洞院通り
下長者下ル丁子風呂町102

☏ 075-414-9822
✉ kc_Kyoto@maff.go.jp

京都大阪森林管理事務所 10


